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低炭素社会実現に向けた再生可能エネルギーの経済的
導入法の定量的考察
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再生可能エネルギーの中でも太陽光発電は、電
力需要のピーク時に発電をする傾向があり、わが
国における従来型の電力需給対策に対して見直
しを迫っている。太陽光発電の経済価値の分析
と、それに対応した新たな電力需給のあり方を考
えることはわが国のエネルギーマネジメントを考え
るうえで急務となっている。

ＰＶの大量導入によって夏季日中と冬季
夕方の最大需要が同水準へ

ＰＶの導入は、ＰＶ以外での供給となる夏季日中の
最大需要削減に効果的。一方で、PVの導入は
冬季夕方の最大需要の削減には、ほとんど効果が
ない。2013年の夏季冬季の最大需要日に5300
万kWＰＶ導入シナリオを当てはめると、夏季最大
需要が減少し冬季最大需要と同水準となる。

需給調整契約の効果分析
法人電力需要家に対して行ったアンケート調査の結
果を用いて、工場に提供された需給調整契約の効果
を評価した。工場の差異や時期による影響をコント
ロールして推定を行った結果、需給調整契約の負荷
平準化への貢献は限定的だったことが示唆された。

買い取り制度が与える普及の影響
PV導入の将来推計においては、買い取り価格の
水準も重要だが、生産コストの低廉化が大きな影
響を持つ。

本研究では、太陽光発電の大量導入に伴う影
響をモデル電力系統に基づいて評価を行い、将
来の太陽光発電の導入シナリオに応じた、電力
ピーク需要の変化を計測。その計測値に基づい
て太陽光発電の発電能力（kW）価値を推定す
る。また産業向けに行われている需要抑制策の
評価を行い、今後に向けての課題を抽出する。

代表論文：Public Policy Review, 9(2), 257-286, 
(2013)
受賞：円城寺次郎記念賞、日本経済新聞社（2012年12
月）
新聞：日本経済新聞「経済教室」：「自然エネルギー買い
取り」（2011年7月8日）、「再生エネの課題（上）」（2012
年4月17日）、「電力供給、価格機能」（2012年12月4
日）
TV：BloomburgTV「わが国における再生可能エネルギー
の現状」（2012年5月7日午前8時）

再生可能エネルギーの大量導入によって、
ディマンドリスポンス（DR）などといった電力
需要側の取り組みも重要となる。再生可能エ
ネルギーの経済価値と併せて、DRの経済価

値評価も研究しながら、最適な発電能力のメ
リットオーダーに関する経済学的な知見を確
立し、効率的な電力需給システムの構築に
貢献をしたい。

PV導入シナリオ別：2013年夏季冬季の最大需要比較（ＰＶ
以外で必要な供給）

PV導入にFITが与える影響：　シナリオ別評価

推定結果：需給調整契約の効果（2012年夏季）


